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学位論文内容の要旨 

 

本研究の目的は，看護行為中のブランケット保護が，ひとの心身にどのような影響を及ぼすかを明らか

にすることである．看護師は，全身清拭や寝衣交換などの看護行為中に患者の身体を覆いながらケアを行

う．この「ブランケットで身体を覆う」行為（以下，ブランケット保護）は，保温やプライバシー保護を

目的としており，さまざまな看護技術に共通して行われる基本的援助行為である．健康な青年期女性 28 

名を対象とし，被験者内比較クロスオーバーデザインを用いた．即ち，ブランケット保護がある場合とな

い場合の 2 系統の介入実験を 1 被験者につき 2 回ずつ異なる日に実施した．心理的緊張をもたらす介

入は，白衣を着用した初対面の者（看護師免許あり）が被験者のバイタルサイン測定と唾液採取を 5 分間

で行った．実験中の被験者の反応を心理的・身体的側面から観察，測定した． POMS の T 得点の比較で

は，「緊張-不安」の得点がブランケット保護ありにおいてのみ介入後に有意に低下した（P < 0.05）。介入

に対する主観的評価（VAS）では，「安心感がある」「守られている」の 2 項目で，ブランケット保護あり

の方が有意に高かった(P < 0.05)。心拍変動を用いた自律神経活性では，ブランケット保護ありがなしより

も有意に副交感神経活性が高く，交感神経活性が低かった(P < 0.05)。 

以上の結果から，看護行為中のブランケット保護は，患者の心理的緊張を緩和し安心感を与えることが

明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



論文審査結果の要旨

 

 

  


